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i d 沖和
----

日、孝疇にしている蒻砂
1摩焦月にロベ、舌うは‘ ヰりも元艮弓＆ っ て Ifぶ ＇ょうもしていたリ 、 伶ぃへ

豆苓も；；
＂られる量が｀ ぅ憎え 、 あ‘ グが）

応ゐ
応ぁリエす。そ

い

う伶且て
い

はピ叙和m "残さ」もいう所m"気いい国）和が
‘

戸もキ卦け
ね‘

＜てもあ皿がじ。

1) じ。 力て
‘

が�令よた新しいXニューにも
嗅昧 tf寺ら、 口未け叫句がも坑に砂うL,

、

もも
ゎ刃褐きよした．、

悶旦翌諄二
＼

；

9

:h_,り：T：〗□9;:［シ
：

しこな ） てし＼たリ 、 裔J瞑ガ、＇朕き
．，

っは゜は‘ し
に「よフているこもがあリよ和のが、月ら
如れ l 7片けげられるよう、その翻度 ＇ 
戸も棧I、しTていぎたいも兒ぃよす。 芯·

懲なか、び＇ も 1 、f'yぺぶ‘

,. ＼ 
→ y，ぶァ ’ '豆 30人

忽
、 パ

／

4-人 中

邑い 1後が流亀しび
＇

あ和
‘

'l：：只／糸且んて
, ... ’

a し＇よす。戸外八 ＇仔＜砕には必ず面亀しび
＇

も持ち
＇ 馴 l::'.びに諏恥

‘

していり砂
｀

も逹て和片けげる
隠にはキャンティ喝砂

‘

'もしてロッり ー に千卦けていよ和
履／もびも柘にして中に連すこもが難しくまだ 1 人て

1 伶恥 ｀：こしがて
｀ 1

ぎね‘ し委もありよす (J) r、久休み中に、 こ考足 t` ’ 肛l紅にて
｀’

打て千さい。 ．” ．． 憾
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3 灯恥伺可て、ヽ I

そ万伶且て
‘

'の主もも桟
‘

す
もこら像 3 17 月もなりよした。

丘
｀

も迅口過汀碕和9も大t1)
にしながり涙表釦もわ

にも考i しんて ’

'八）糸且んで
\, I きよす。
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